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第７回 調布美術のひろば


日程：８月１４日（水）～１８日（日）


場所：たづくり２階「南ギャラリー」





出品作品募集中！ 申込み〆切は7月20日


◆主催：調布｢憲法ひろば｣美術のひろば実行委員会





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





▼人権の問題として





死刑制度の存置する日本について、改めて考える機会となりました。（三鷹市大沢・石黒紀子）





▼死刑は憲法違反





　単純に考えても、人を殺したのが悪いといってその人を殺すのは自己矛盾だ。まして国家権力による殺人だから戦争と同じで憲法違反だ。生存権は人権の基本で国家がそれを侵すことを制度として存続させることはあり得ない。政府が憲法違反を堂々と繰り返すこのごろだが、国連加盟１９３ヵ国中死刑廃止または執行停止国が１４４ヵ国という中で、日本政府が度重なる国連勧告を無視して世論を盾に死刑存続に固執するのは、人権思想の欠如という以上に、人権意識の高まりを防ぎたいからではないか。それにしても死刑囚支援団体にいくつもの党派があって、連絡も協力もないことを初めて知って驚いた。かけがえのない人の命、近く出るという袴田判決をきっかけに国民的な関心が高まり、１日も早くこの非人間的な制度が廃止されることを願う。


　　（布田・石川康子）





▼世論にかかわらず、死刑廃止は政治の主導で





岸田郁さんが「死刑制度を考える10のＱ＆Ａ」を資料に、ていねいに解き明かしてくれた死刑制度の廃止について、わたしがとくに関心をひかれたのは「Ｑ５『世論調査では８割の国民が死刑制度を支持している』と言われていますが、これについてどう考えますか」でした。政府の世論調査の方法そのものがペテン的な質問のしかたになっていることも問題ですが、実際に死刑制度を廃止した国では、世論が死刑を支持していても、政府主導で廃止に導いたというくだりです。イギリスでは80％、フランスでは60％以上が死刑支持だったのに、政治家が「なにが正義か」を議会で議論し、廃止を決めた。すると世論も後追いで廃止を支持するようになる。日本でも死刑制度廃止を決めれば世論はそれを支持するだろう。政治の役割についての、実に示唆に富むお話しと感じました。


（深大寺北町・佐藤定夫）





▼慎重に、とシンプルに思う





犯した犯罪を死で償わせるというのは、シンプルに、非文化的、非文明的だと思う。冤罪もよくあることだし、人の命を簡単に奪うことには、慎重でありたい。 （深大寺北町・二見真由美）








▼戦前からの救援会運動を聞けると良かった





今回は死刑問題だったが、救援会が戦前からやってきた運動がどう引き継がれているかを聞けるとよかった。つまり、かつての松川事件のようなものとは違うけど、いま起きている国家犯罪、検事が証拠をねつ造した村木事件、つい最近の大河原加工機事件など、まさに憲法問題として考えてみる必要がある。死刑問題は「人権」についての国際感覚と関わりがあると思う。「死刑肯定論」は「戦争肯定論」とよく似ていないか。（東つつじヶ丘・丸山重威）





▼自分の思いと同じ





　基本的にどう考えるのか、よくわかりました。方向性として、自分の思いと同じなので，すっきり、安心できました。（無記名）





▼憲法が危ない！


　裏金報道や戦争報道に紛れてあまり見えてきませんが、憲法改正への動きは粘り強く進められています。４月11日に開かれた衆議院憲法審査会では、中谷自民党筆頭幹事が再び改正案策定の委員会の設置を提案し、維新や国民がそれを推進する発言をしただけでなく、維新の馬場委員は、立憲があくまで改憲に反対するなら立憲抜きで決めようとまで言い出しました。任期中改憲という岸田首相の思惑に合わせるために審査会の回数を増やすことも提案されています。５月３日の憲法集会に結集し、改憲ＮＯ！を突き付けましょう！　　　　　　（石川）











武力で平和はつくれない！


とりもどそう憲法いかす政治を


　2024憲法大集会


日時:５月３日(金･休)　午後


場所:東京臨海広域防災公園（江東区有明）


 ★調布からの参加者は


 　 11時:JR新宿駅1･2番ホーム(埼京線)


 　　　　　池袋寄り階段下で待ち合わせ





第２０１回（６月）例会


｢たづくりまつり2024｣の参加企画として





中学教科書どう変わる？


　来年から４年間使う教科書が変わります





お話：石山 久男さん 「憲法ひろば」世話人





日時:6月1日(土)13:00～   参加費300円


場所:たづくり8階｢映像シアター｣





 ★ ｢たづくりまつり｣期間中(5/31～6/2)


　　　　　　たづくり2階｢南ギャラリー｣で


　　　　　　同タイトルの｢展示｣を行います





第２０２回（７月）例会





森と魚と激戦地----太平洋の島々の住民たちの受難と抵抗





お話：清水 靖子さん パプアニューギニアと


　ソロモン諸島の森を守る会､メルセス会修道院所属


日時:7月20日(土)13:30～   参加費300円


場所:あくろす2階｢会議室1｣
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